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新型コロナウィルスの流行にともない、深紫外光を用いた非接触な消毒・殺菌に注目が集まっている。

中でも波長 230 nm近傍の紫外光は皮膚最表面の角質層で吸収されるため、人体に対し無害である。深

紫外光源としてエキシマランプやAlGaN系LEDが実用化されているが、前者は効率が低く寿命が短い、

後者は p 型の低い活性化に起因して 230 nm までの短波長化が難しい、といった問題がある。我々は強

い光学非線形性を有する AlN を用い、表面活性化接合技術により横型擬似位相整合（QPM）2 層極性

反転導波路を作製し、青色の第二高調波発生（SHG）を実証した[1]。本発表では波長 230 nm の横型

QPM SHGデバイスを設計するとともに、スパッタ法を用いた極性制御技術[2]により 2層極性反転AlN薄

膜を作製し、チャネル導波路構造を形成した。 

AlN横型QPM 2層極性反転導波路 SHGデバイスの概略図を Fig. 1に示す。この構造は基本波と SH

波をモード分散位相整合させ、SH 波の横モードの節の一つで AlN の極性を反転させることで非線形結

合係数 および波長変換効率SH を向上させる。チャネル導波路幅を 1.2 m とすると、基本波 TM00モ

ード（波長 460 nm）と SH 波 TM02、TM03、TM04モード（波長 230 nm）がそれぞれ導波路高さ 175 nm、

275 nm、351 nmのときにモード分散位相整合する。 が最大となる位置（Table. 1）で AlN極性を反転す

ると、 はそれぞれ 4.3、4.4、3.0 W-1/2cm-1と計算された。励起光パワー100 mW、導波路長 3.0 mm のと

き、SHはそれぞれ 15.0%、15.6%、7.6%と見積もられた。 

AlN ターゲットを用いたスパッタと高温アニールにより+c極性 AlN薄膜をサファイア基板上に成長させ

たのち、Al ターゲットを用いた反応性スパッタと高温アニールにより−c 極性 AlN 薄膜を成長させた。蒸

着・リフトオフにより Ni ストライプマスクを形成後、ICP-RIE によりチャネル導波路構造を形成した。プラズ

マ CVDで SiO2クラッド層を堆積したのち、ダイシングと研磨により入出力端面を形成した。当日は作製し

た AlN SHGデバイスについて詳細に報告する。 
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SH wave 

transverse mode 
TM02 TM03 TM04 

SH wave 

mode profile 

   

AlN 

Thickness (nm) 
175 265 351 

Nonlinear coupling 

 coefficient κ (W-1/2cm-1) 
4.3 4.4  3.0  

Table. 1  Nonlinear coupling coefficients 

for different SH wave transverse mode. 

polarity inverted interface 

Fig. 1  Schematic of T-QPM 
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